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研究成果の概要 

本 CREST では，知覚と感情を媒介するメカニズムとして「認知フィーリング」に着目し，多感覚信

号の予測情報処理に基づいて動作原理を解明することで，発達障害者や精神疾患者のリカバリー

支援に応用することを目的とする． 

本年度は，基礎研究の発展に寄与する研究として，認知フィーリングの中核をなす内受容感覚

の動態と，外受容・内受容・固有感覚を統合する多感覚予測情報処理の原理解明を目指し，複数

の行動実験と計算モデル実験を実施した．その結果，内受容感覚の感受性が認知課題のパフォ

ーマンスと相関することを確認し[1]，自律神経系がこの感受性の調整に重要な役割を担うことを示

した[2]．さらに，内受容感覚に基づくホメオスタシス及びアロスタシスの計算モデルを提案し，多感

覚予測情報処理が情動を含む多様な認知機能の基盤を形成していることを明らかにした[3]．これ

らの結果は，認知フィーリングの動作原理仮説としての多感覚予測情報処理を支持するものである． 

社会・経済に波及する研究として，社会におけるストレス軽減と生産性向上を目指し，知覚変容

と職場の心理的安全性をテーマとした研究を行った．具体的には，聴覚過敏を対象に行動実験と

深層神経回路モデルを用いた計算モデルを構築し，個人の主観的体験を定量化してリカバリー支

援手法を提案した[4]．また，公的機関や日本企業を対象に，心理的安全性と謙虚なリーダーシッ

プが従業員のエンゲージメントやメンタルヘルスを向上させ、プレゼンティーズム（健康問題による

生産性低下）を抑制することを示し，組織における健康管理と人材マネジメントへの実践的な貢献

を明らかにした[5]． 

これらの成果は，認知フィーリングの動作原理の解明に向けた基礎的知見が着実に蓄積され，

その応用として個人と組織のリカバリーや社会的生産性の向上にも順調に寄与していることを示し

ている． 
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